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ってまだ 100年に満たない口 一方 科学的万法に基づく近代的造船学が誕生したのも丁度帆船が動力
船にその地位を譲った時期に当っている白その結果，これだけ長い歴史を有する推進手段であるにも拘










第 4章では，第 2 ， 3 両章の結果を組合せて，所与の風力，風向の下で，所与の帆装と船型を有する
帆船が し 1かなる姿勢でどれだけの速力で航走するか，を求める方法を論じている白乙れは多自由度の
非線型釣合方程式を解く問題に帰着する。
第 5 章ではー以上の成果の上に スポーツ用小型帆船の設計lζ有益な若干の資料を与えている。











乙とが多い。従って帆走性能の力学的決定は前進 横滑り 横傾斜 回頭運動の 4 自由度の連成釣合問
題となる白そして，関与する力は帆に動く空気力と船体に働く流体力である。
本論文は，帆の空気力を風洞実験iとより，また船体の流体力を水槽実験によって，ます実験的，系統的
に把握し，次いで流体力学的考察とそれを補完する分析的実験によってこれら流体力の一般的性質を明
らかにしている。この手順は船舶や航空機の流体力学的研究において広く用いられているものであるが，
本論文は，これを正しく踏襲しており，その結果は，信頼できるものである。また本論文に含まれる数
箇の実船実験と性能推定計算のよい一致も乙の手順の正しし、乙とを物語っている白
乙の基本的手順に基づいて本論文では 従来の経験的帆船設計法の分析やそ必裏付けを行ない， 設計
上有益な数々の知見を与えている。
また既に歴史的存在となっている往時の帆船の性能を同じ手順に従って後追い推定する乙とによって，
船や航海の歴史の上で問題となっている点を明らかにする乙とのできる例も示している白
以上のように本論文は，船舶流体力学上，又実用面にも寄与するところ大きい白よって本論文は，博
士論文として価値あるものと認める白
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